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二
0
一
七
年
五
月
に
神
戸
港
に
輸
送
さ
れ
て

き
た
コ
ン
テ
ナ
の
内
部
か
ら
数
匹
の
ア
リ
が
発

見
さ
れ
、
さ
ら
に
七
月
に
は
横
浜
港
の
埠
頭
で

も
同
種
の
ア
リ
が
多
数
発
見
さ
れ
騒
動
に
な

っ

た
。
こ
れ
ら
は
南
米
大
陸
原
産
の
ヒ
ア
リ
と
い

う
昆
虫

（図
1
)
で
、
騒
動
に
な
っ
た
理
由
は

刺
さ
れ
る
と
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
危
険
な
生
物
で
あ
り
、

国
内
で
繁
殖
す
れ
ば
大
変
な
事
態
が
発
生
す
る

と
危
惧
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
来
の
生
息
場
所
で
は
な
い
土

地
に
移
動
し
て
被
害
を
発
生
さ
せ
る
生
物
は
侵

略
的
外
来
種
と
名
付
け
ら
れ
る
が
、
世
界
に
約

三
万
七
0
0
0
種
存
在
す
る
外
来
生
物
の
う
ち

三
五

0
0種
が
侵
略
的
外
来
種
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
が
発
生
さ
せ
る
経
済
損
失
を
国

際
機
関
が
推
計
し
て
い
る
が
、
一
九
七

0
年
か

ら
一

0
年
ご
と
に
四
倍
の
増
加
で
あ
り
、
二
〇

年
間
六
十
二
兆
円
の
被
害
を
も
た
ら
す
生
物

一
九
年
に
は
世
界
全
体
で
六
十
二
兆
円
と
推
定

さ
れ
る
と
発
表
し
た
。

か
つ
て
大
陸
は
大
洋
に
隔
離
さ
れ
孤
立
し
て

い
た
が
、
帆
船
な
ど
の
移
動
手
段
が
登
場
し
て

以
後
、
動
物
や
植
物
が
大
陸
か
ら
大
陸
へ
運
搬

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
異
常
に
繁
殖
し

て
固
有
の
動
物
や
植
物
に
多
大
の
影
梱
を
も
た

ら
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
侵
略
的
外
来
種
で
あ

り
、
最
近
で
は
毎
年
二

0
0
種
程
度
が
新
規
の

侵
略
的
外
来
種
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
日
本

の
環
境
に
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
動
物
の
侵

略
的
外
来
種
の
何
種
か
を
紹
介
す
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ

一
九
七
七
年
に
日
本
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

で

『あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
」
と
い
う
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
番
組
が
毎
週
放
送
さ
れ
人
気
に
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
開
拓
時
代
の
英
雄
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ク
ロ
ケ
ッ
ト
の
愛
用
す
る
帽
子
に
毛
皮
が

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
こ

れ
は
北
米
大
陸
原
産
で
日
本
に
は
生
息
し
て
い

な
か

っ
た
動
物
で
あ
る
が
、
可
愛
い
動
物
と
い

う
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
多
数
が
輸
入
さ
れ
個

人
が
飼
育
す
る
よ
う
に
な

っ
た
（
図
2
)。

本
来
は
猜
猛
な
動
物
で
あ
り
、
逃
走
し
た
り

放
逐
さ
れ
た
り
し
、

二
0
0
八
年
に
は
日
本
全

国
で
生
育
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
農
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作
物
や
養
殖
魚
に
億
円
規
模
の
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
野
生
の
生
物
へ
の
影
密
も
懸
念
さ

れ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
な
ど
の

捕
食
、
ア
オ
サ
ギ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
オ
タ
カ
な

ど
の
営
巣
へ
の
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
感
染

症
を
伝
播
す
る
動
物
で
も
あ
り
、
家
畜
や
愛
玩

動
物
の
感
染
も
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

ヌ
ー
ト
リ
ア

日
本
で
は
舶
来
溝
鼠
と
い
う
呼
名
も
あ
る

よ
う
に
南
米
大
陸
原
産
の
ネ
ズ
ミ
の
一
種
で
、

中
国
で
は
広
東
料
理
の
食
材
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
き
た
。
一
方
、
日
本
で
は
一
九
三
九
年
に
軍

隊
が
防
寒
用
飛
行
服
の
裏
地
と
し
て
毛
皮
を
利

用
す
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
か
ら
一
五

0
頭
を
輸
入

し
、
全
国
で
約
四
万
頭
を
飼
育
し
、
食
肉
と
し

て
も
利
用
し
て
い
た
（
図

3
)
。
し
か
し
戦
後

に
な
る
と
毛
皮
の
み
が
目
的
と
な

っ
た
。

食
用
ガ
エ
ル
と
い
う
別
名
も
あ
る
北
米
大
陸

原
産
の
ウ
シ
ガ
エ
ル
は
一
九
一
八
年
に
食
用
目

的
で
日
本
の
農
商
務
省
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
七

匹
を
輸
入
し
た
（
図
4
)
。
窮
乏
す
る
農
家
の

副
業
と
す
る
目
的
で
あ
っ
た
が
日
本
で
は
食
用

ウ
シ
ガ
エ
ル

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
淡
水
に
棲
息
す
る
カ

レ,＇／ 

云
9

工

A

ガ

f
{
炒4
 
図

i
ぶ

暫
置

と
し
て
流
通
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
輸
出
に
転

換
し
た
。
太
平
洋
戦
争
中
は
中
断
し
た
が
、
戦

後
に
な
り
輸
出
が
再
開
さ
れ
順
調
に
拡
大
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
輸
出
さ
れ
た
肉
か
ら
農
薬
が
検
出

さ
れ
て
輸
出
が
激
減
し
、
衰
退
し
て
い
っ
た
。

日
本
で
は
食
用
と
し
て
普
及
し
な
か
っ
た
た

め
、
養
殖
さ
れ
て
い
た
個
体
が
放
逐
さ
れ
た
り

逃
亡
し
た
り
し
、
日
本
在
来
の
カ
エ
ル
の
減
少

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
背

景
に
国
際
自
然
保
護
連
合
は
世
界
の
侵
略
的
外

来
種
一

0
0に
指
定
し
て
い
る
し
、
日
本
で
は

二
0
0
五
年
に
特
定
外
来
生
物
に
指
定
し
、
飼

育
、
保
管
、
運
搬
、
放
出
、
輸
入
を
規
制
し
て

い
る
。
ウ
シ
ガ
エ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
の
都

合
で
翻
弄
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

カ
ミ
ッ
キ
ガ
メ

-17 -



図6アメリカザリガニ

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
名
前
の
よ
う
に
ア
メ

リ
カ
原
産
で
日
本
に
は
養
殖
す
る
ウ
シ
ガ
エ
ル

の
エ
サ
と
し
て
一
九
二
七
年
に
二

0
匹
が
輸
入

さ
れ
鎌
倉
で
養
殖
さ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
ウ

シ
ガ
エ
ル
と
同
様
に
養
殖
池
か
ら
逃
亡
し
て
各

地
で
増
加
し
て
い
き
、
一
九
六

0
年
代
に
は
九

州
ま
で
分
布
し
て
い
っ
た
（
図

6
)
。
一
九
三

0
年
代
に
日
本
か
ら
中
国
に
輸
出
さ
れ
、
高
級

料
理
の
食
材
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
歓

迎
さ
れ
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
水
草
を
切
断
す
る
の

で
、
そ
こ
に
産
卵
す
る
魚
類
の
生
存
に
影
戦
す

る
し
、
そ
こ
に
棲
息
す
る
水
生
昆
虫
に
も
打
撃

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
実
際
、
そ
の
影
欝
に
よ

り
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
は
激
減
し
て
い
る
。
さ
ら

｀
 

．`
 

で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

ブ
ル
ー
ギ
ル
は
北
米
大
陸
東
部
が
原
産
の
淡

水
魚
で
エ
サ
は
幅
広
く
、
水
質
の
汚
染
に
も
適

応
能
力
が
あ
る
た
め
世
界
各
地
に
急
速
に
拡
散

し
て
い
っ
た

（図
7
)。
親
が
卵
や
稚
魚
を
保

護
す
る
た
め
生
存
割
合
が
高
率
で
あ
り
、
繁
殖

能
力
も
高
率
で
あ
る
が
、
成
長
に
時
間
が
か
か

る
た
め
養
殖
効
率
は
低
率
で
あ
る
。
た
だ
し
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
昆
虫
、
貝
類
、
魚
類
、
植
物

を
エ
サ
と
す
る
雑
食
の
た
め
生
存
能
力
は
強
力

で
あ
る
。

ブ
ル
ー
ギ
ル

図7ブルーギル

に
日
本
に
以
前
か
ら
生
息
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ

リ
ガ
ニ

に
も
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
二

0
二
三
年
六
月
か
ら
許
可
な
く

野
外
へ
の
放
出
、
輸
入
、
販
売
、
購
入
、
頒
布

は
禁
止
さ
れ
た
。
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日
本
で
の
繁
殖
に
は
逸
話
が
あ
る
。
一
九
六

0
年
の
日
米
修
好
一

0
0周
年
記
念
行
事
に
出

席
さ
れ
た
皇
太
子
昭
仁
親
王
（
現
在
の
上
皇
陛

下
）
が
シ
カ
ゴ
市
長
か
ら
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
四

種
の
淡
水
魚
を
贈
呈
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
国
内
で

放
流
さ
れ
繁
殖
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
後
の

二
0
0
七
年
、
琵
琶
湖
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で

天
皇
陛
下
が
琵
琶
湖
の
ブ
ル

ー
ギ
ル
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
経
緯
を
説
明
さ
れ
て
心
痛
を
表
明

さ
れ
、
多
数
の
人
々
が
感
動
し
た
。

セ
ア
カ
コ
ケ
グ
モ

背
中
に
赤
色
の
模
様
の
あ
る
ク
モ
で
、
交
尾

し
て
か
ら
大
型
の
メ
ス

(
1
0ミ
リ
）
が
小
型

の
オ
ス
（
五
ミ
リ
）
を
共
食
い
し
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
後
家
グ
モ
と
も
名
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

英
語
で
も
同
様
の
意
味
の
レ
ッ
ド
バ
ッ
ク
・
ウ

イ
ド
ウ
・
ス
パ
イ
ダ
ー
で
あ
る
（
図

8
)
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
で
、
日
本
で
は
一
九
九
五

年
に
大
阪
府
高
石
市
で
発
見
さ
れ
た
が
、
急
速

‘̀~ 
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図

原
産
は
ア
フ
リ
カ
か
ア
ジ
ア
と
推
定
さ
れ
て

い
る
が
不
明
で
あ
り
、
現
在
で
は
南
極
大
陸
以

外
の
大
陸
す
べ
て
に
生
息
し
て
い
る
（
図
9
)
。

日
本
に
は
外
国
の
帆
船
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
末

期
の
一
八

0
0年
頃
に
到
来
し
た
と
い
う
の
が

定
説
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
、
二
世
紀
か
ら
四
世

ま
き
む
く

紀
に
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
纏
向
遺
跡
の
土
中

か
ら
チ
ャ
バ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、

大
陸
と
の
交
流
に
よ
り
到
来
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

越
冬
は
で
き
る
が
、
二

0
℃
以
下
の
低
温
で

は
産
卵
が
で
き
ず
、
マ
イ
ナ
ス
五
℃
以
下
で
は

死
亡
す
る
。
そ
の
た
め
以
前
は
北
海
道
内
で
は

チ
ャ
パ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ

に
棲
息
範
囲
が
拡
大
し
、
現
在
で
は
す
べ
て
の

都
道
府
県
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
輸
出
さ
れ
る
木
材
や

穀
物
と
一
緒
に
世
界
に
拡
散
し
て
き
た
が
、
生

存
能
力
は
高
度
で
、

0
℃
の
低
温
か
ら
四
六
℃

の
高
温
ま
で
生
息
し
繁
殖
で
き
る
た
め
、
世
界

の
広
範
な
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
毒
虫
で
あ

る
た
め
に
一
般
に
は
敬
遠
さ
れ
る
生
物
で
あ
る

が
、
意
外
な
分
野
で
役
立
っ
て
い
る
。
糸
が
均

一
で
あ
る
た
め
、
測
距
儀
、
顕
微
鏡
、
照
準
器

な
ど
の
光
学
機
械
の
視
野
の
中
心
を
表
示
す
る

十
字
線
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＇
ノブキゴネ2
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'
ャ
ロ
賓
和

チ

筐
即

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
暖
房
事
情
が
進
展
し

た
結
果
、
一
九
六

0
年
頃
か
ら
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
で
は
日
本
全
土
で
繁
殖
し
て

い
る
。
一
回
の
産
卵
で
の
卵
数
が
多
数
で
あ
り
、

約
ニ
ヶ
月
で
成
虫
に
な
る
し
、
殺
虫
薬
剤
へ
の

耐
性
も
あ
る
た
め
駆
除
が
困
難
な
生
物
の
代
表

と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
高
み
の
見
物
の
よ
う
な
口
調
で
侵

略
的
外
来
種
を
説
明
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
遠

方
の
視
点
か
ら
地
球
環
境
を
眺
望
す
る
と
、
昨

年
の
本
稿
で
も
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
最
大
の

侵
略
を
し
て
き
た
生
物
は
人
間
だ
と
い
う
こ
と

が
明
確
に
な
る
。
二

0
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
に

誕
生
し
た
現
生
人
類
は
数
万
年
で
大
陸
の
隅
々

ま
で
到
達
し
、
多
数
の
動
物
や
植
物
を
絶
滅
さ

せ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
侵
略
的
外

来
種
を
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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